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現在余鞍時間の増大、自黙への関心の高まりなどの社会的な要請のもとに、全国各地で森林公彊

の整舗が行われている。こうした森林公園において空間の主体となる植生についての研究は主に応、

用科学である造園学、林学の分野を中心に行われてきた。地域・景観レベルは、最も人為的影響を

受け動的に変化し、地域環境計画にむけて生意学的な技衝を必要としている。本訴究では地域環境

計画のーっとして入為的管理の下にある森林公園をとりあげる。従来の研究では主に公園全体ある

いは特定の林末植生などの倍加の研究などがなされてきたが、生態学的なスケール・レベルを統合

した研究はなかった。本研究では特に植生を主体とし事例研究の計画策定時における調査からの提

案というプロセスを通し、個体群レベルから景観レベルまでのアプローチにより植生調査手法・植

生管理技痛の検討と考察を行い、環境計酉学に新たな貢献を行うことを目的とした。

第E章 はつかいちアjレカディア創出事業における森林公冨計画

本章では、新設の森林公菌計画における事椀萌究をとりあげた。言f画策定に当たり景観レベルで

の事例研究として森林公富計画域全体の埴生管理について按討を行ったO 調査方法は、従来の植物

社会学的調査手法に基づき埴生課査を行い、植生課査資料は類似度指数によるクラスター分析を患

いて調査区の分類を行った。また、担観による植生型で区分した：／5,000の現存植生図をf乍成したO

これらの結果から遷移段階を反映した謂査区の分類および

たG さらに植生要素別にき直生管理の必要性について検討を行った。また、鋼体群レベルでの事例研

究として本事業において重点的に整備される「さくらの里j地区で、の植生管理について検討を行っ

たO fさくちの呈J地区では既存の森林からサクラの観賞を目的とした菌地を整錆することになり、
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林冠木を対象とした個体の位量および鵜高室径のi国定を行い、撞の分布特性やサイズ分布持性から

各樹種別の植生管理方針案を作成した。

第E章 広島県緑化センター・県立緑化植物公園における森林公冨計酉

本章では再整舗の行われる森林公園言十画における事例研究をとりあげた。 1981年に開題した広島

県緑イヒセンターでは19ヲ3年に再整債計画が検討された。各目標撞生のゾーニングを検討する上で対

象地域の景観変化を把握するためには優占種の階層構造を把握することが重要となる。そこで短期

間に植生調査を行うことを前提として植物社会学的植生調査法を簡略化し褒占種簡便謂査法を導入

した。この調査法により優占種（アカマツ、ブナ科植物）とその他の植物についての各階層毎の被

度を把握した。その結果、るつの謂査班で迅速に多数の調査区を調べることができ、アカマツ高木

林と常緑ブナ科植物とアカマツが混交する混交林の2種類の森林が存在することや階層構造の単純

なアカマツ林が存在することがわかった。また、アカマツ高木林では後継種となりうるブナ科埴物

の分布が確認され、種革に分布特性が異なることがわかった。最務的に優出種の分布・量、標高、

人為的影響により成立した里山から奥山にいたる系列を考憲して、ゾーニングを決定した。その後、

各ゾーンにおいて巨標植生へ誘導するために、永久方形区を設置し毎木調査による森林構造の把握

を行い、指業計画案を作成した。計画案に基づき施業がなされ、その評龍を行うために再調査を行

い施業後の森林構造の変化を把握した。本研究で導入した優占種簡便課査法は、短期間の植生調査

に有効であること、および短期の森林整携には調査に工夫が必要であると結論した。

第百章森林公置における植生管理技術の検討

本章では計画事例から離れて、各種の調査手法および管理技街手法に捷わる検討を行った。まず

第1節において植生課査手法の検討を行った。これまでの事併研究で取り上げたように森林公習に

おいては対象とする生態的レベルによって詳細な翼査から労力のかかる謂査まで様々な植生調査が

行われる。そこで広島県緑化センターに語いてを憂占種簡便課査法から毎木調査まで4種類の調査法

に基づく植生調査を同一調査区で行ったO 得られた優出度に対し類似度指数を算出し謁査区の類叡

性の検討を行った。また最も利吊されている植生解析手法であるDCA法を用いて調査区の序列化を

行った。その結果、他の調査法と比較して優占種簡便調査法は第一軸が優占種の量により規定され、

飽と同様な浮列の傾向を示すことがわかり、植生解析において有効であると結論した。

第2節では広島県立中央森林公園において、近年地域計画などで利用されるようになった地理情

報システム（GIS）の森林公菌計画における利用可能性を検討した。従来の植生図の作成および植

生調査を行うプロセスに対して調査資料をコンピュータ上で一元的に管理することを試みた。これ

まで植生課査資料は植物目録や立地環境との植生解析に利用され、空間分布の解析に和用されるこ

とはほとんどなかった。しかし、地理情報システムを利用することにより調査地点と資料の入力か

ら空間分布パターンの検索などの空間解析が可龍となった。

森林公園では林本以外にも林宋管理の行き届いた草地型の開放的な森幹空間の整積もなされる。

そこで第3第では第II章の計画でも取り上げられた採草地型の森林型の麓出の試みとして林床誉理

の検討を行った。広島県立中央森林公園のアカマツ林において高木暑を残し下暑の伐採・下刈りを

行い、下刈り頻度を変えて林床植生の変化を追跡調査したD その結果、最初の林床管理から4年間

の変化は少なく、短期的な評緬辻難しいことが分かった。
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森林公園では林業における建業とは異なり生産を昌的としない林木管理手法も必要となる。第4

節では広島県緑化センターにおける森林型創出の試みで、アカマツとプナ科植物の優占する混交林

からブナ科常緑広葉樹林への林棺改長施業について研究を行ったc これまでの森林施業においては

優出撞以外である亜高木屠の謹が無視されがちであったが、群集構造に基づく更新・選移機構を考

憲して種の選定及び量的取り扱いの必要性が確認された。

第V章総合考察

本章ではこれらを総括して、各事健研究で問題になった点を諮まえて、望ましい橿生調査法およ

び、植生計画策定の提案を行った。植生課査と計画の段轄として、まず、森林公園計画の第一段階で

ある事業構想段階において、植生調査としては優占種簡便調査法を行うことにより標本数を増やす

ことと、植物社会学的調査手法による各種生型での種組成の把握の静患が理想的であると考えられ

る。この基礎譲査を経て、基本計画において計雷地域で実現可能な目標橿生の検討が可能となろう。

さらに、基本許画段階から設計段階に移行する時点で、事業規模と予算を勘案し、植生管理の実施

可能な地域の選定を行う。次いで施工計画がおこなわれる地域において詳細な毎木謂査を用いた森

林構造の把握を行うことが必要となる。その結果から各梅干重の分布特性や更新特性の把握を行い、

目標となる植生へ誘導するために各種の伐採率を定める。現時点では多様な種で講成される二次＃

の林相改良施業などでは樹種の選定の失敗が多々見られるため、可能な摂り調査、計画立案者など

の熟練者により選本が必要となる。またこのような林桓改良施業などのモニタリングを仔うことに

より、今後の動態の予測が可詑と考えられるO 現時点では極梧林において森林の動態モデルが講築

されてきている。二次林の遷移モデルはほとんど構築されていないため、二次林主体の森林公菌に

おける追跡調査によってモデルの構築も可能になると考えられる。また動的な森林の理解を目的に

環境教育などの教育効果も期待され、追跡譲査は計画段階で管理計画に組み込んでいくことが望ま

しい。

これらの植生調査資料を地理情報システム上で管理することが今後の森林公医管理では重要とな

る。これは、動線計麗および施工においても今後CADの利用などが進んでいくと予想され、コン

ピューターベースでの計画から設計、管理までを一貫して行うことが期待される。地理靖報システ

ムによる植生のデータベース化により、森棒公雷管理者慨辻植物の情報や施設の清報を提供するの

が容易になっていくものと考えられる。すなわち、計画立案時点から管理運営段階に至るまで一貫

性のある植生調査および資料の利用が今後ますます重要となってくるであろう。

最後に、植生計画以外の森林公園計画における諸問題について植生計画の立場から提案を述べて、

本論文の結びとした。


